
園田園田あなたとまちのコミュニケーション情報紙

~~~ 

~··｝； 4 、＝
朝日町役場ゾ干939-07富山県下新川郡朝日町道下1133n 0765-83-11 oo 

l
i
l
i－

 

－

h
11
t

‘ll
i
，
 

自、‘t
I

：‘
‘ー、，
t

¥. 

＼ー

t 

’ ， .... ・
－”’ 



一 般
会計 50億9,323万円の歳入・歳出内訳

〈各会計の予算額は？〉 社会資本の整備に向けた

富但坦⑫号~·習す
消 m 賓
l哩!6.190万円

(3 296) 

議 会 賓
11車2.345万円

(2.4%) 

労働貨
3.189万円
<0.6%) 

四
国

’E革本水産調臨慣
7憾2.072万円

04.2%) 

501意9,323万円＊一般会計総額

朝日町の平成4年度の予算ガ決まりましだ。これは「豊かで活力ある郷土 uあ

さひグの実現」を目指して，向こう1年間の「町の台所J をまかなうもので，皆

さんの生活と密接に結びついています。この新しい予算がどのように使われるか，

その概要を紹介します。

民 生 賓
7億1.090万円

(13.9%) 

311意8,177万円

・住l民健康保険 91立4,758h円

. i;人保健卒業 17｛立6,070Ti同

・笹川診療所 1,034万円

・向山奇診療Ffr 984万円

. tJ'l診療所

・ LU崎診療所

．簡易水道

14特別会計総額

前
年
度
出

3
%増
の

積
極
型
予
算

一
般
会
計
予
算
の
総
績
は
、
日
佑
9
、

3
2
3
万
円
で
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
る

と
、
－
偲
4
、
9
4
9
万
円
の
増
、
平
に

し
て

3
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
の
償
極
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
を
含

む
総
合
的
商
業
施
設
整
備
へ
の
支
援
や
小

学
校
教
育
環
境
整
備
基
金
の
積
み
増
し
、

文
教
ゾ
ー
ン
整
備
の
用
地
取
得
、
駅
前
広

場
・都
市
計
画
道
路
の
艶
備
な
ど
、将
来
に

向
か
っ
て
の
社
会
資
本
の
整
備
に
努
め
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど

の
特
別
会
計
の
総
傾
は
、
引
倍

8
、
1
7

7
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

3
憶

7
、
3

6

3
万
同
の
増
、
率
に
し
て
日

・
3
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
い
伸
び
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
ほ
か
、
あ
さ
ひ
総
合
病
院
事
業
会

計
予
算
が
お
億
8
、
3
6
9
万
円
と
な
り、

こ
れ
ら
3
会
計
を
合
わ
せ
る
と

1
0

8
億

5
、
8
6
9
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
る
お
金
と
出
る

お
金
の
概
要
は
つ
・

皆
さ
ん
の
家
庭
に
も

「
収
入
」
と

「支

出
」
が
あ
る
よ
う
に
、
町
に
も

「歳
入
」

と

「
歳
出
」
と
い
う
財
政
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

「
成
人
」

と
い
う
の
は
、
私
た
ち

そ の 他
5偲7.638万円

01.3%) 

国

地方受付税
17婚500方向

(33.5%) 

宙j 税

問憾6.210万円
(36.6%) 

1,306万円

2,301 Jj円

3 ,872 )j同

総合計

・公共用地先行取

m，等事業会 31.¥i7, 289力P-J

－南保外二地区用水 475万円

. ））日l採奨学資金 88万円

25憶8,369万円

108憶5.869万円

＊病院事業会計
（企業会計）

一般会計の推移（最近5年間）

∞日

ω
方
J

吉

5

4,750 

が
税
金
と
い
う
形
で
函
や
県
、
そ
し
て
町

に
納
税
し
た
お
金
を
主
体
と
し
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
国
・県
に
納
税
し
た
税
金

の
一
部
は
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
と
し

て
町
の
歳
入
に
な
り
ま
す
。〉

こ
こ
で
は
、

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出

を
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

〔歳

入

歳
入
の
中
で
最
も
多
い
の
は
町
税
で
、

同
億

6
、
2
1
0
万
円
と
全
体
構
成
比
の

お

・
6
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
地
方
交
付
税
で
、
全

体
の
お

・
5
パ
ー
セ
ン
ト
。
以
下
、
国

・

県
支
出
金
の
ロ

・
2
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〔歳

出
〕

歳
出
の
内
訳
で
は
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
、
商
工
費
（

1
9
2
・
7
パ
｜
セ

ン
ト
憎
）
が
大
幅
な
増
額
と
な
り
、

総
務

岱

（
9

・
0
パ
ー
セ

ン
ト
増
）
、
民
生
資

（
7
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
な
ど
も
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

商
工
費
が
大
き
く
伸
び
た
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
等
を
含
む
総
合
的
商
業
施
設

整
備
へ

の
支
援
、
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富

山
位
制
日
町
の
日
附
催
事
業
、
商
店
街

等
情
報
化
推
進
事
業
な
ど
の
新
脱
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
総
務
貨
の
仰
び
は
、
行
政
事
務

の
O
A化
推
進
事
業
、
若
者
定
住
対
策
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
派
遣
留
学
生
交
流
事
業
な
ど
の
新
規
事

業
の
築
地
、
地
域
活
性
化
交
付
金
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な
ど
継
続
事
業
の
充

実
に
よ
る
も
の
で
す
。

反
面
、
土
木
費
や
農
林
水
産
業
賀
、
消

防
費
な
ど
は
、
前
年
度
に
比
べ
各
事
業
の

光
了
、
凡
直
し
に
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す

が
、
土
地
区
国
税
埋
事
業
調
布
や
雪
凶
快

適
ま
ち
づ
く
り
め
業
計
画
策
定
、
都
市
計

画
用
途
地
成
見
直
し
調
査
、
並
出
魚
礁
の

設
置
、
リ
サ
イ
ク
ル
報
奨
金
制
度
の
創
設
、

学
校

・
保
育
所
に

コ
ン
ポ
ス
ト
設
置
、
公

害
淵
査
協
議
会
の
設
置
な
ど
の
新
脱
地
策

が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
駅
前
広
場

・
都
市
計
凶
街

路
の
本
格
着
工
や
林
業
集
落
定
住
基
盤
整

備
事
業
、
小九一
寸
校
教
育川
崎
境
箆
備
基
金
の

積
み
増
し、

芸
術

・
文
化
振
興
事
業
の
充

実
な
ど
の
継
続
事
業
が
あ
り
、
引
世
紀
を

展
望
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

－
平
成

4
年
度
予
算
＠

こ
れ
は
、

3
月

6
日
に
開
会
さ

れ
た
議
会
定
例
会
で
魚
津
町
長
が

表
明
し
た

「施
政
方
針
」
の
中
か

ら、

「豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
郷

土
砂
あ
さ
ひ
H

の
実
現
」
を
目
指

し
た
施
策
の
概
要
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

． 叶畳間！•1if'7企

町
政
は
着
実
に
進
展

私
は
、
町
政
の
執
行
に
あ
た
り
、
常
日

頃
よ
り
、
全
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
町
政

運
営
を
旨
と
し
、
「町
民
と
と
も
に
笑
い
、

町
民
と
と
も
に
泣
く
温
か
い
心
の
通
う
町

政
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
町
民
の
皆
様

と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
「
豊
か
で
活
力

あ
ふ
れ
る
郷
土
砂
あ
さ
ひ
み
の
実
現」

に
、

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
美
術
館
」
、
「
生

涯
学
習
舘
」
、
「
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
と

い
っ
た
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
相
次
い

で
オ
ー
ブ
ン
い
た
し
ま
し
た
ほ
か
、
「膝
史

公
園
」
や
朝
日
小
川
ダ
ム
周
辺
の
ハ

l
ブ

国

「ハ

l
パ
ル
バ
レ

l
小
川
」
が
完
成
し
、

町
民
の
皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
看
護
事
業
の
開
始
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
な
ど
高
齢
化
社

会
対
策
の
充
実
に
努
め
た
ほ
か
、
英
語
指

導
助
手
の
採
用
や
イ
ン
ド
、
ネ
シ
ア
か
ら
の

留
学
生
の
招
へ
い
な
ど
、

国
際
交
流
の
推

進
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
諸
施
策
も
順
調
に

進
展
し
て
お
り
ま
す
。

圃

限
り
な
い
発
展
を
め
ざ
し

私
は
、
幻
世
紀
を
展
望
し
た
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
と
心
を
ひ
と
つ

に
し
て
、
勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
町
政
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
今
年
度
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
等
を
含
む
総
合
的
商
業
施
設
の
整
備
支

援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
や
都

市
計
画
道
路
の
整
備
、
駅
前
周
辺
の
活
性

化
を
図
る
ほ
か
、
小
学
校
の
教
育
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
学
校
区
の
協
議

会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
施
設
整
備
の
た

め
の
基
金
を
積
み
増
し
す
る
な
ど
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
減
量
化
・
資
糠
化
対
策
の

た
め
の
諸
事
業
や
、
そ
の
他
諸
施
策
に
つ

い
て
も
、
き
め
細
か
な
展
開
を
図
っ

て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

－

夢
と
希
望
の
も
て
る
予
算
に

私
は
、
厳
し
い
財
政
環
境
が
続
い
て
い

る
と
は
い
え
、

平
成

4
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
朝
日
町
新
総
合
計
画
の

着
実
な
推
進
に
努
力
し
、

町
の
発
展
と
向

上
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
幻
世
紀
を
め
ざ

し
た
積
極
性
の
あ
る
予
算
と
な
る
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
4
年
度
の
歳
出
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
私
が
掲
げ
る

3
つ
の
施

策
に
し
た
が
っ
て
、
次
の
ぺ

l
ジ
で
説
明

い
た
し
ま
す
。－

平
成

4
年
4
月
号

＠

ことわざを総介します。ことわざに！ふ先入の知！とがi徒指iiされておリ，人生を生きていく上での機々なニとを見つけることができます。青｛j:藍より出でて藍より青し……教えを受けた人カヘ教えた人よりi愛れたり，立派に出世したリすることをいう。



大切なお金みんなの町のため！こ

323万円50億9こう使います ， 
。家庭ポ仕上i設置………12,938千円

。老人両日行｜；・在宅悩行｜；…19.639子円

。デイ ・ サービスセンタ一日i：’：~·

... z1,818千円

学校教育では，中学校に英語指導

助手を引き続き掠用し，外i且語教育

の光’支を凶ります。 また，小学校教

育J~与：'l ~！:f 11il1事業法すそを昨年度に引き

続き1'i'tl,Y／し， Mi!fitfi'(l[f以に努めます。

健康・生きがい

大fじのまちづくり

豊かな心を育てる教育の

推進と文化の臨成

。生i陀乙f: ？~ 館 ・ ふるさと尖術館運営

..... 31,000千円

。文教ゾーン竪似l'J＼.）色・・23,600r-問

。美術品購入・…－－－－……・6,000下ドj

o国際交流の推進..........9' 817千円

さらに，新年度から総合的なごみ

i成品化 ・rtiJJ;t化対；誌を秘ずるはか．

公害捌併協議会を品川 し，公；与の発

生｜坊Jトーに努め快i盛iな胤境づく 1）を凶

リます。

・・・・・・…....64 ,454 f向

。山村振興ギ業－…・…・ーI1,501子円

0 t¥dl布漁i佐野ii¥il事業…・・・37,500 T円

かけがえのない健康づくり

心ふれあう福祉の充実

0訪問イ1・必技指・・・・・・・・・・・・15,488千円

0随J,Ul¥":.i.監対策・・・・・・・・・一43.990千円

01;人保随医療が業特別会計繰出金

・・・88.370千円

。地域保他対山…－一・・…・26,313千円

OiLI術院’lト業会，11・への総リ出 し

・・ 107.564千円

o~人帯保m助成’i'(- ····· 75,5 1 7千円

調停.－；：：＂.予 、

・衛生費・民生費・

教育費・総務費・

他1;}0前進対策として健康診公耕業

を－Jf1充実させるため一般、精後J検

伐をfrわせて行う基本健康診干E制肢

を全地1.i<:で実地するとと もに．生活

許制改善指導の桜；充，健j長管理活動

の推進に努めます。

また，障害者悩祉の充実のため、

心身障害児の通学 ・通所貨に対する

助成；li1l肢を大幅に拡充増吉nするとと

もにイl：宅悩祉充’よのため．紅毛ねた

きり主人や兎度身体障害者等を対象

とした訪問看護事業をより一層積極

的に以i；日します。

さらに，新年度において，福祉 ・

医僚 ・保健が一体となゥた高齢者保

（佳作Mil： ，~十幽を指定し， キメキIllかな地

策を 11~ 1Jf.J します。

活気に満ちた商工業の振興

0あさひまつ り、むらおこしギ業

... 1, 950千円

。例H町商業開発（株）出資

一・….......240,000千円

。商店街寺情報化推進事業

・・……・・…… ］司000千円

~ ..... 

結力あふれた特色ある観光開発

0県ぷ自然公嗣施設整備事業

ー…ー…一10.000千円

。ウイン ターフェスティノ〈ル’93

..... 4.000千円

疋
蕊~~＂＇も

観光については．滞在’＼＇！j岨年観光

を目指し，・，y伝キャンへーンなどに

よる桁桜的な議客活動を従jffiするほ

か，住民参加引の魅力あるイベント

の開催に努めます。

さらに．朝日県立自然公l.:tl＇：事の税

｛萌ゃあさひ絡まつりにも引き就き助

成します。

地域の特性を生カ、した

農林水産業の振興

0水位｜農業限立対策・・・・・・2:3'622 f-111 

O農道桜11m・J·~業・ ・・・・・・・ ・ ・・74 . 31 l r-円

。農村総イト4守備ぶ業…・・・42,994f PJ 
0キふjg事業・．．．．．．．．．．・・・・・・・55,463T・I【l

O林業県議定住.,1，~盤守己申請＇lけよ

圃農林水産業費・商工費・観光費量

農業については雫地Ji!（性問かな’iミ

産性の高い民主を II指すとともに‘

農地流動化がたの促進等により ~11. ＼.、

子農家の育成を制倒的にifilめます。

林業でIi，林道4守備に努めるとと

もに．林業・!ti'A-の快適て’｛主みよい’iミ

ii号I,;.t阜の幣｛1i11をlヌlっていきます。

水産業は，っくり 11てる漁業・の推

進のため州1'1'f肱沈下-1~ とともに魚 fi，（~~

訟直.>j·；~なと’のよ~J-f'i漁J佐への助成を

11・1. 、ます。

商工業については，

活気と先生カに満ちた

まちづくり

コミュニアイ

利便性の高い交通体系の確立

0 街路 .~.＼.業 ・ ・・….... . ..... ..45, 100 下円

。道路技備臨時事業……37.200下問

。土地l反lilli桜理＃染調査・・11.309千円

安全なまちの整備

0 1可川4,:;ff....…・…－・・…・11.462 r-円

。治山・J・.：業・ー・・・・・・・・・・・・…11. 710 下問

。防守主I~業・ー・・・・・ …・一.・・20. 010千円

。無守主街づくり ・J ~ 業・一. 8,892下ドj －
平
成

4
年
度
予
算

。

快適な居住環境の整備

0者Bdi,Hー画！日途地域見直し，，t.Jft
・・ 5,995下向

。 小／~I／合併処理作化相設置助成

・・・・2s.595 r円

0 i育長0 ・1·~%; ..一－－一－・・・・・・・・・77,338千円

場；.Ii:1＇，＇（加 l~~が4:杭（l(Jにエー1·.：に芯乎し

ます。

安全なまちづくりについては，河

川改修. ifi山本業をは じめ．離￥堤

グ〉主1Li＇•＇.ゃ必／~1..；などの海岸保全に努

めるほか．消防機能の充尖強化のた

め救助資機材 ・辿｛，j機器の幣｛札消

防車 •t•. Jol(の髭｛市lなどを行いますe

また．無ぺ・書｛針づくり対策て1ま消

で馳L.位の＇t2備を!JIるとともに，克雪

と Iii＇せ.i'JJ.・~；·活動を推進するために ，

討民i ·l'J~j出まらづくリ事業式h1llj を策定

します。

肘I U~＇U克の特11iiiについては，問］の

実態に上！IIしたイ干J1JH1りな上地利用 を凶

るため‘｝日進地域においてはl白・しを

行います。

快i夏で1主みよい

まちづく り

るため.y，： ~・ i.E伎のためのシンポジ

ウムを開Hi＇.し町民が こぞってA諭

する機会をぷけ、「誇りと愛おのもて

るふるさと」づくりを推進します。

さらに.，.町長と話す集いJや 「町

長と話す 11J・F 町長へのたより 」 を

継続して実施するなど． 皆さんの，~；

を町政にJi.映させ‘i：.＇.：.かL、，L、のj白う

町政を推進します。

町政の推進のために

地a支を合む総イ干｛ドJff首謀地設の終f1fljぷ

J差を図るほか.1f1付J山街M事Uiヒ11主i['li・ 

業に助成し， ii1'i)Jある商店街づくり

を推進します。ま た．地場産業保興

を図 I)' (i.；統u能の縦泳.·J~業にも取

り組みます

町政の推進

0 I也J&ii1'i'l'I：化事業・・・・・・・・・・6,000千円

。コミ ::J.ニティ !f；・業.......2,500千円

。oA 化~{tj[ .t:~＼業......... 19.633 r円

。；符朽定{i:X'・t液シンポジウム

..... 3.050下Ill

0 広域fi・u交の推進.......155. 912千阿

行政事務の総合的なHtt・）：システム

を導入し ． 迅i主な行政サービスの：~

王見をI互い）ます。

また，ふるさと活性化の促進を｜χ｜

・総務費等・

・平成4年度の一般会計予算に

計上された施策の概要と主な

事業を紹介します。

－
平
成

4
年
4
月
号
＠

＇：）（）晶体系の確立については ，町の

点目~J LJであるが1！駅前広場，lff[ia停 1j(

話見て失を矧ぐ・・戦いが始ま ってから矢を作ること c がが起ってから．あわてて準備を始めることのたとん旨い物ti脊に食え……宵い物はますくならないうちに食べたはうがよい。利益は｛！｝られるうらに早〈得たほうがよいというたとえ。
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笑
顔
と
笑
顔
の
パ
イ
プ
役

吋
け
わ
け
れ
げ
タ
｜
水
島
清

美
さ
ん

「
高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
る
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
め
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」。

朝
日
町
社
会
一伯
祉
協
議
会
の
水
品
浩
美
さ
ん

（境
）
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
個
人

や
団
体
と
、
そ
の
受
け
入
れ
側
と
の
連
絡
調
整

を
図
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
｜
。

事納税務が《ゐ
み
ず
し
ま
し
げ
の
ぶ

水

島

茂

伸

さん

（
初
歳
・
東
草
野
）

．店情，，S叫

£訪
露込~ 

三
枚
橋
の
藤
井
克
典
・
正
美
さ
ん
夫
妻
の

長
男
久
（
ひ
さ
し
）
く
ん

5
歳

二
男
穣
（
ゆ
た
か
）
く
ん
4
歳

三
男
衛
（
ま
も
る
）
く
ん

9
ヵ
月

「
』
」
の
仕
事
を
し
て
五
年
に
な
り
ま
す
が
、

一

番
気
を
使
う
の
は
申
し
出
側
と
受
け
入
れ
側
と

の
希
望
内
答
や
時
聞
の
調
整
。
で
も
、
そ
う
し

た
人
た
ち
の
笑
顔
を
見
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は

格
別
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

最
近
で
は
、
各
婦
人
会
や
学
校
を
は
じ
め
、

地
域
の
人
た
ち
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
理
解
が
楳
ま
っ
て
き
た
と
い
う
も
の
の
、

水
島
さ
ん
は
時
間
を
見
つ
け
て
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
へ
足
を
運
ん
だ
り
、

町
内
各
地
を
こ
ま
め
に
回
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
求
め
る
人
た
ち
の
声
を
聞
い
て
歩
き
ま
す
。

「
町
に
は
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
あ
リ
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
活
動
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
た
だ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と

い
う
れ
持
ち
が
あ
れ
ば
、
お
年
寄
り
の
入
浴
介

助
や
繕
い
物
な
ど
、
一
人
で
で
さ
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
水
島
さ
ん
。

笑
顔
と
笑
顔
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

思
い
や
り
の
心
を
・取
り
次
い
で
い
ま
す
。

おとめ座

ピ
ッ
ク
な
男
に
な
り
た
い

今
年
「
成
人
式
」
を
迎
え
、
大
人

め
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
待
ち
遠

し
か
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
や

っ
と

大
人
に
な
っ
た
ん
だ
な
っ
て
い
う
の

が
実
感
で
し
た
ね
。

ζ

の
と
こ
ろ
、
凶
月
十
二
日
の
春

加
滑
り
に
向
け
、
毎
日
の
よ
う
に
踊
リ

の
練
習
を
し
て
い
ま
す。

今
年
も
僕

は
宍
狗
舞
を
踊
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
山
刊
さ
ん
も
ぜ
ひ
東
山
野
の
然

会勤務先富山日本電気（捕

食血液型 A型 公星座名

会趣味スキー・水泳・車

り
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
や
水
泳
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
趣
味
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
彼
女
を
見
つ
け
る
こ
と
が
目

標
。
割
と
熱
く
な
る
タ
イ
プ
で
す
が
、

人
付
き
合
い
が
よ
く
、
お
と
め
座
生

ま
れ
の
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
な
面
も
待
ち

あ
わ
せ
て
い
る
ん
で
す
よ
開
。

将
来
は
、
大
好
き
な
矢
沢
永
吉
さ

ん
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
な
男
に
成
り
上

が
る
の
が
夢
で
す
。

頼
も
し
い
男
の
子
三
人

長
男
の
久
と
二
男
の
穣
は
、
年
齢
が
近
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
い
つ
も

一
緒
に
家
の
中
を
走
り

回
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
お
っ
と

り
し
た
タ
イ
プ
の
長
男
に
比
べ
、

二
男
の
方
は

行
動
的
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
タ
イ
プ

と
、
性
格
は
ま
る
で
違
っ
て
い
ま
す
。

三
男
の
衛
は
体
が
大
き
い
せ
い
か
、
い
ま
の

と
こ
ろ
は
ま
だ
一
人
で
自
由
に
動
く
こ
と
が
で

き
ず
、
二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に
は
相
手
に

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
い

ず
れ
歩
け
る
よ
う
に
で
も
な
れ
ば
上
の
二
人
の

仲
間
に
入
り
、
ま
た
家
の
中
狭
し
と
動
き
回
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

男
の
子
ば
か
り
三
人
で
、
大
変
だ
な
と
思
う

と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
頼

も
し
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
三

人
仲
よ
く
、

健
康
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と

思
い
な
が
ら
了
育
て
を
し
て
い
ま
す
。

舟川新清流会

お
花
見
は

円凶作

米

舟
川
ベ
り
へ

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
お
よ
そ

二
百
本
が
立
ち
並
ぶ
舟
川

の
朕
並
木
を
ご
存
じ
め
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
た
ち

「舟
川
新
清
流
会
」
は
、

こ
の
桜
並
木
の
地
元
、
舟
川
新
の

若
手
グ
ル
ー
プ
で
す
。

会
が
で
き
た
の
は
今
か
ら
十
五

年
前
。
町
内
に
住
む

J
ポ
い
衆
仰

の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
過
し
て
町
内
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
、
二
十
代
後
半

か
ら
四
十
代
前
半
ま
で
の
約
二
十

名
。
毎
月
十
五
日
の
定
例
会
を
は

じ
め
、
お
盆
の
町
内
ヒ
｜
チ
ボ
ー

ル
大
会
や
・カ
ラ
オ
ケ
、
盆
踊
り
大

会
な
ど
の
開
催
、
ま
た
町
内
で
組

織
す
る
「
舟
川
新
路
並
木
保
存
会
」

ねたしのi.~aと
博雄さん（東下町・43歳）岡

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

色

m
l
・－ろ’
J
a勺

岡

北

海
道
の
足
寄
町
で
す
。
人

口
は

一
万
人
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、

面
積
は
千
四
百
八

・
三
二
平
方
キ

ロ
。
朝
日
町
の
六
倍
以
上
も
あ
る

臼
本
で
一

番
面
積
の
広
い
町
で
す
。

札
帆
か
ら
約
二
百
キ
ロ
、

北
海
道
の
内
陸
に
あ
り
、
酪

農
や
林
業
な
ど
が
盛
ん
で
す

が
、
最
近
で
は
歌
手
の
松
山

千
森
さ
ん
の
出
身
地
や
オ
ン

ネ
ト
ー
と
い
う
美
し
い
湖
の

あ
る
町
と
し
て
、
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

｜
｜
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何

年
に
な
り
ま
す
か
？

岡

も
、
っ
十
二
年
に
な
り
ま

す
。
現
在
は
、
妻
の
出
身
地

で
あ
る
こ
の
町
で
ブ
テ
ィ

ッ

ク
『
サ
ロ
ン
ド

・
イ
サ
ム
』
を

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

－

の
主
力
と
し
て
、
桜
の
枝
打
ち
ゃ

薬
剤
散
布
、
花
見
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
し
た
ボ
ン
ポ
リ
の
取
り
付
け
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
作
は
、
ど
こ
の
町
内
に
も
私

た
ち
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
町
内
に
住

む
者
が
地
域
の
た
め
に
力
を
合
わ

せ
、
と
も
に
汗
を
流
す
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

大
き
な
喜
び
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
。

昭
和
三
十
年
代
に
私
た
ち
の
先
輩

が
植
樹
し
て
以
来
、
大
切
に
守
リ

育
て
て
き
た
桜
並
木
、
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

－少しの負担lや労力などで大きな利益 収授を得るニとめたとえ。海老で鍋を釣るー

ra面~槍開聞

経
営
し
て
い
ま
す
。
母
が
高
岡
の

生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
富

山
に
は
械
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
最
近
で
は
町
内
会

や
P
T
A
活
動
な
ど
を
通
じ
、
い

ろ
ん
な
方
と
の
出
会
い
に
も
恵
ま

れ
、
友
人
・知
人
も
増
え
ま

L
た
。
叩

｜
｜
足
寄
町
へ
は
よ
く
？

岡

三
年
に
一
回
ほ
ど
帰
っ
て
い

一

ま
す
。
行
く
た
び
に
い
ろ
ん
な
施

一一

設
が
で
き
て
お
り
、
活
性
化
の
テ

ン
ポ
が
早
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

｜
｜

朝
日
町
に
望
む
こ
と
は
？

岡

全
体
的
に
見
て
朝
日
町
は
住

み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い

J

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
海
浜
公
園
に

蜘

も
う
少
し
手
を
加
え
る
な
ど
、
せ

喧

っ
か
く
あ
る
施
設
を
活
か
す
よ
う

・

な
工
夫
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

崎明、噛明世叫明品苫壇置潤咽＂＇噛－ n ，’h 

是いたる議11~を送れず ・道に迷ったときには．杭を放って，その後からついて行けば遵に出ることができる。械を絡んだ者｛ムその行う
べき道を心得ているという こと。

－
平
成

4
年
4
月
号
＠



lu 
抱

圏

同副

肯このページをみんなでつくるペー

ジl之し短いと思いま写。 イラストや

マンガ， ご意見， 皆さんlこ知らせた

いこと，なんでもけっこうです．ど

しどしお寄せください。

紙」＝匿名Id:，その旨をはっきり省

いて，住所，氏名を明犯して送って

ください。 Z聖た，広報係では，広綴

あさひ！と対するご憲史や，取り主げ

てほしい問題君主ど皆さんの声をお待

ちしていきます。ごー穏を。
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V稲荷智子（3)

都忌申－ @I

1~ 

9 ~·鈍.； .... ，，，内.，
恥 革実叶 〆

f•＂叫〆考・円吋
』」》t 《~）.

0・め

つ

〔
お
ひ
な
さ
ま
）

（

3
歳
児
）

（
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ

β
：
・
を

う
た
っ
た
あ
と
）

A
Z
ん「
ね
え
先
生
、
き
ょ
う
の
お

ベ
ん
と
う
、
お
ひ
な
台
、
ま
に

な
っ
て
食
べ
よ
う
ね
」

保
母

「う
ん
、
ど
ん
な
ふ
う
に
つ
・
」

A
ちゃん
「
あ
の
ね
、
男
の
子
と
女
の

子
と
並
ん
で
す
わ
る
が
」

（

い

く

ぞ

（吉
鑓
－
一
一）

）
（

4
歳
児
）

（
不
動
堂
遺
跡
へ
散
歩
に
行
っ

τ

弓
矢
の
ま
ね
を
し
で
）

M
く
ん
「
昔
の
人
っ
て
、
こ
い
が
し

て
穣
物
と
っ
た
よ
ね
」

保
母

「
ぞ
う
や
ね
。

H
く
ん
、
う

手
夕
、
と
る
つ
・鳥
に
す
る
つ
・
」

M
くん

「
鳥
で
も
と
ろ
う
か
。
い
く

字
、
い
く
ぞ
、
い
く
ぞ
｜
」

M
ちゃん「
な
に
け

f
Hく
ん
っ
て
、

い
く
干
ば
っ
か
り
言

っ
て
吉

続
三
み
た
い
ね
」

2除且帽T毒‘h角m、、a、tと、、亀司、ゆ内’弐hぜ

和a丸育且a怠、•t三唱献金泳問、.－..1-r事
会il~.1'-~（~糾噛時同Zずい
輔 ．知町官軍司亀島昔前町倒的
自Y掛 i明 .a:織2同＇＂＇屯訟はぐ官宮、
百屯恰料、吻取塩崎、hさ査段
-.l>1T吟LT~＞＇工t理~~点、rnF-司ヨミ．ミ
しな咋胴船骨、もされ帆ち．量竃I>
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軌 t為市山耐乏P'i;
単品句、Q•／割＇＂＇ s’uA  
・8ミQ可~＂~＂＇亀tt .,, .. 経I/＞.位
酢 」 1明...〓＇(f/伊 TT
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＠噌 ／＼

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

犬

歯

（

3
歳
児
）

町長めひとりごと

A
ちゃん
「
先
生
、
い
ま
怖
い
顔
し
た
」

保
母
「
え
つ
つ
・」

A
2
ん
「
ワ
ン
公
の
顔
し
た
よ
」

保
母
「
え
え
つ
つ
・
」

A
ちゃん
「
こ
う
や
っ
て
」
（
両
こ
ぶ
し

を
口
元
に
、
歯
を
む
き
顔
を

し
か
め
て
）

保
母
「
え
え
つ
つ
・ア
ッ
ハ
ハ
ハ
。

先
生
は
ワ
ン
公
の
歯
で
糸
を

切
っ
て
い
た
の
だ

i
L

A
ちゃん
「
う
っ
そ
お

l
」

保
母

「
A
ち
ゃ
ん
に
も
あ
る
よ
」

A
ちゃん「
う
っ
そ

お
｜
」
（
信
じ
ら
れ

な
い
顔
を
し
て
）

保
母

「
丈
歯
だ
ぞ

1
」
（
歯
を
む
き

出
し
て
司
見
せ
る
）

A
Z
ん「
う
っ
そ
お
、
会
ど
や
｛
｝

つ

」

ヨー B

広
報
ク
イ
ズ

（
問
題
）

①
平
成
4
年
度
の
町
の
一
般
会
計
予

算
は
前
年
度
に
比
べ
何
%
の
地
？

＠
3

%

＠

5

%

。

叩

%

②
平
成
4
年
度
の
問
の
一
般
会
計
予

算
の
議
入
で
2
番
目
に
多
い
の
は
？

①

町

税

③

地
万
交
付
税

＠
間
的

③
町
が
行
っ
て
い
る
「
味
の
ふ
る
さ

と
使
」
は
年
何
回
発
送
？

＠
1

回

⑤

4
回

＠

6
回

（
応
募
方
法
）

A
M

は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
む
き
4
月
M
日
ま
で

に
役
場
総
務
諜
秘
書
広
報
係
（
＝
lm

l
w
朝
日
町
道
下
1
1
3
3
）
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ

l
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

合
前
回
の
当
選
者
は
、
タ
ー
ボ
ー
さ

ん
、
稲
荷
一
寛
さ
ん
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ル
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（正
解

は
①
｜
＠
、
②
｜
＠
、
③
｜
⑥

詑

過
中
正
解
は
剖
通
）

l’8 l-c 

A後綴優（8)企稲荷－~（7)

「拝啓春寒も緩みはじめた

今日このごろ，お忙しい毎日，

御苦労さまです。一…・ところで

前第3セクター鉄道。問題の行

方は？新聞には県議会も含め毎

日関連記事が掲載されています

が，町長さんは『北陸線は日本

海沿岸の幹線であり公共性も高

いことから，黒字 ・赤字の区間

を問わずトータルて‘経営すべき

である』 という考－えとか。

しかし，糸魚川 ・魚津聞の荘

来線については，県が第 3セク

ターの方向で，町の了解を 4月

中旬までに求めていると聞いて

います。隣町も同様ですが，i町

長さんは、苦悩の決断。を迫ら

れ大変だと思います。お体に気

をつけられて…ー・」というお便

りをいただきました。

朝日町では，議会でホ北陸新

幹線の早期着工と在来線の存続

を求める決議。が可決されてお

り，これまでも議会ともども早

期着工と存続に向け運動してま

いりました。 しかし，平成2年

12月に政府 ・与党閉め申し合わ

せがあり ，今年2月の県議会で

知事は『3セクに踏み切る以上

地域開発とか活性化につながる

イベン トなどを考えなくてはな

らない。生易しくないことは認

識している』と答弁されており

ます。

私は，この問題の先行きは不

明ながらも後戻りできない以上，

信頼関係の中で3セクの協議に

加わり，町の意見 ・要望を申し

述べていきたいと考えています。

皆さんのご意見を／（3月13日記）

－
平
成

4
年
4
月
号

。

挙前に孟逼なし ・学問に！:i設が学んでも等しく 栓ねばならない途中の過程があ り，国王であっても直ちにすべてを修得できるような特別の
道はないという ζと。

⑮ 

窮すれば通ずー－行き詰まってどうにもならないところまで来てしまうと．事長外活路が関かれて何とかなるものであるということの



あさひ
13＼／る／さ／と／を／あ／の／人／に

贈ってうれしい・贈られてうれしい

向未のふるぎ~1受」

一朝
日
町
立
泊
病
院
か
ら
一

一「あ
さ
ひ
総
合
病
院
」
に
一

4
川
l
け
か
ら
例
川
町
立
山
術

院
が
川
山
知
小
の
山
小
川
必
を
仰
て
総
人
H

病
院
と
な
り
、
病
院
名
も

「
あ
さ

ひ
総
令
州
院
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
今
後
は
よ
り
一
層
、

公
的
医
療
機
関
と
し
て
病
院
の
整

備
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
各
部

門
が

一
体
と
な
っ
て
「
よ
り
良
い

診
療
」
「
よ
り
良
い

看
護
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
職
員
の
意
識
高
崎
と

忠
省
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す

ま
た
、
続
背
の
改
出
、

巴
問
問
リ
ロ
”
m
E
R
e
p
t
J何

A
n
用
化

曲

m
a
m
－
踊

h
H

障

町

鵬

＠

晶

円

創

刊

1
1

小

児

創

刊

品

川

創

刊

董
形
品
川
副
鴨

霞

婦

人

創

刊

－

純

白

買由”・－
m鳴

温

厚

曹

税

臨

調

剰

E

魁
値
押
鰻
体
円
割

「

理
学
鶴
醸
鞠

酵

さ
鼠
齢
制

一線

輔

副

5
2
8
S自
民
税
閥
抗
滋
町
一
一利

等
岨
胃

1
時
．，
午
舗
4
防

止a

｛

Fa”
・
羽
等
轟
芳
昌
鼠
事
会

一F

等
前
策
‘
司
曹
曹
1
午
前

nM胃
1

＝－E
窮
ま
円
規
事

司

主

宮

自

うれしいメニュー
グリーンアスパラガス900g
宮崎灰付きワカメ 200g 
コシヒカリ新米 3kg 
さわし柿 10個
金糸瓜の粕漬 300g 
笹川わさび漬 200g 
切りもち 1升
パタパタ茶 lOOg 
ベニズワイガニ 3～4匹

6月

10月

12月

－
あ
さ
ひ
総
合
病
院

⑪

ま
ん
さ
ベ
ク
ル
ー
プ

zg

「
山
姥
の
里
」
が
優
秀
賞
f
・

｜
｜
富
山
県
視
聴
覚
自
作
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
｜
｜

くまんさくグループの作昂〉

・境問所跡 ・不動主遺跡

－利l：児錦： ・蛭谷紙

・ふるさと便り ・境A遺跡、

・ちょうさ ・境遺跡

・朝日町のふるさと歩道 （城山コース）

・鰍〈ハイウェ イ ・みそかんば

・知事さんの町まわ1) ・クリスの日本探訪

・ボランティアク〉レープ紹介 ・山姥の県

い名 うまらしか ※ た（;f I） 部人納骨i す｛本に 「・ r-

た粕；なごし 2 たら総 さ名ま負のが酬なー市IJ 努 －－－－－－r

だ に お ざ た 3 と新合 いみすれl)j t.－ のお の め
き は 、い。 7 こ し 病 械か金に｜．・改、 健

ま 15 -1:＇ま 多 件 ろ い 院 科らをは変定 4 立 自
し人主し 数の、病化 の、い、わに Jl を立
たの三たの名 4 院に ；窓不た冷りよ 1 図で
。方孟 。Lι 称 4 の｛手 口 l別だ ~if. まつ U っ き韻

かうと 募が 2名い でなく十｜・すてか て る 明
ら ι あ寄名称、 お 点 こ ご l'J~. ら ま 健
応、犯 1）せのを皆． 尋がとと午1J' Hiの い全

$fa ~じ がら方募さ ねあににに ＇i＇（ ；；会 l）経 ・E璽璽曙裡圏圃F\:tt~1
をの とれか柴ん くれ な ー・~の蝦 ま営 ’~題担盟 ＂＇1~~·

大第 B ク Ill]'Illな ・ 会 第 ・ ・か町 六 町 ・ 場 技郡 「寸 川 φ ｜ お化 ラ に作こ を l'Iでしかさア
男 会 32B ラ A B A ~ 26女タ；jれミ i_[－ 少） 会民 ・叩 ｜ な 間 会イ なしれ 「受作、たらん 「刺
子 （ 回 C ス円ク % 回 了了 大二 勝 31年 1~ 体ス 叫 ｜ おい館 ブりて！.t賞教平自伝がま円
の%町 1. 2 cラ i町 l l会 パ 広 秒 川：う｛6育ポ ~1~竺与ιこ ｜ 、介内ラた いてきし村成作わ、ん if汀
昔日 民 佐佐 ス% ピ ｛立似 （ ス ~ 14子の 大 I 叫伺師事悩£長~亘重注定三＼ ｜ ラ わ 告 リ b、まも， まコ 3 ピる青 さの
1総パ 栄 か ・ l , I i白 i(IYiケ 松 1 み 字 会 I lliE斗昌~tr・1、属r ：~~r , ｜ イせ 82 I ん－す多ごしン年デ山海〈悦
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者れ A 幻 k.~~ f 1~： 2 今 日立上載同 の 継裁で？通 告臨謡属製I0 ~；日作 C ＇，［.， 。 ｝~ ~ ili ~ 'f :c $, 
庄 館 ト 2 A ス 宵 ル Ji校体 I 31男原 泉 ス結 F置晶誼闘温笠宮 IIい O 町町民B デ与 の県姥を路｜ラ

） ボ 位 1 2 館 競 簡 Ii.T1~ ル 抄イ ス キ 果 ~量歯習司耕三 ~ Iで 。 9教悦を オ で 優視の題にプン
－ぃ ！立｛な） 技 庄 市 街iお 55 l ~ キ ｜ 広逼・薗・E翠，三ヨ区二三j｜ は ） 背 聴 ご をは 禿聴里材古のテ
崎 C 時 広 大 J土） わ 音｜；幸 ｜競 しJ ~・E・~』目前 i 、 へ文覚覧製 、 賞覚 」に〈 持 イ

2月

2 

ビ
デ
オ
、
日
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
科

目
刊
そ
ろ
え
、
無
料
で
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
川
く
だ

i

、。

－d

，、
・

L
V

消
防
団
に
新
鋭
ポ
ン
プ
車

朝
日
町
消
防
団
第

1
分
間
（
山

崎
地
区
）に
平
成
4
年

2
月
幻
目
、

新
鋭
消
防
ポ
ン
プ
恵
（

9
人
乗
り
、

3
6
6
0
∞、

4
輪
駆
動
、
毎
分

2
2
0
0
t
の
肱
水
能
力
、
化
学

消
火
液

ω
t
M
M純
）
が
配
備
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
消
防
ポ
ン
プ
車

の
老
朽
化
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
も

の
で
価
格
は

l
、
1
3
5方
向
。

下さる物なら夏も小綿…・・・くれるものならやjでももらう，ii:l担はしないほうがよいという意味である。また．欲の深いことのたとえにもいう

こと．

山
一
区

・
女
千
の
郁

1
位
泊
二

区

2
位
大
家
住

第
灯
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ

l
競
技
会
出
場
者

（%い

山

形
県
山
形
市
蔵
王
温
泉
）

・
小
桜
浩
美
（
桜
町
）
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
女
千
ニ
部

富
山
県
実
業
団
剣
道
大
会

（
%

山
町
内
日
日
山
武
道
館
）

川
休
戦
次
勝

的
武
道
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

朝
日
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

川
民
を
必
柴
し
て
い
ま
す
。

的
円
は
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
£
道
、

パ
ス
ケ
γ

ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

か
球
、
剣
道
、
肝
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

テ

ニ
ス
、
ス
、
キ
｜、

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
新
体
般
の
ロ
純
白
で
す
。

入
団
申
し
込
み
は
各
学
校
て
。
詳

し
く
は
総
合
体
育
館

（
官
邸
｜
1

8
3
8
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

医療の現場から
白 し整あ

宗形§
さ外ひ

徹 て科総
つ医合

~＼.• 長病
り院

先
生

昏泡媛逓
離しい，なじみのない午で

すが， 「こっそしょうしよう」

と読みます。この中で 「f~~」

という乍は，大般に「ス」が

入っているという「スJ のこ

とを苦います。全体てゆ’丹がも

ろいという意味て’す。 AY:・jfrテ

レビや本でも時々見ることが

あります。

兇性では70歳．女性では60

歳を過ぎると多かれ少なかれ

骨がもろくなりますから，病

気とはいえないかもしれませ

ん。

話は少し変わりますが．全

国で約50万人の絞たきりの方

がおられるそ うです。その中．

で約10万人は，この竹おl棋杭

のためといわれています。笑

l療に寝た きりになった人に聞

いてみても，はっきりした月！

は！なく ，j寝たきりになった万

がたくさんおられます。

骨粗怒症は，皆多かれ少な

かれなるものですが．イ’｜坊と

しては，まずカルシウムをと

ることて寸。日本はj阪に阿ま

h. f!.1.をたくさん食べている

のでカルシウムを充分とって

いるよ うですが，先円の統計

でも，まだ少ないとのことで

した。そのためにヰ乳が，あ

るいはLt・'.fしからできたものが

てっとり早い方法です。また，

お日様にあたりながらゲート

ボールなと’枇尚の辺動ていし・ょ

っ。

「ふるさとをあなたに」をキャッチフレーズに，霊かな自然と人

々の愛に育まれた四季折々の海の幸 ・山の幸をお届けする「昧の

ふるさと便」の会員を募集します。

ふるさとを遠く離れて住んでいる方やお友達，お世話になった

方々への贈り物にも最適です。

・会費 17.000円
－発送回数年4回
・発送先 県外在住の方に限り

ます。

・申し込みハガキ ・電話の申

し込みによりパンフレットと

会費納入用紙を送ります。

・申し込み期限 5月ll日
・申し込み先 役場農林水産課

内「ふるさとの昧を全国に送

る会J（富山県下新川郡朝日町

道下1133fi0765-83-1100) 

－
平
成

4
年
4
月
号

⑪

？？の功名 治夫や災鯵と忠われたニとが思いがけなく酬をむたらすこと また なに｛伽



，札齢ぬ四

句
か
戸
甥
訓

(J'}朝日町社会福祉協議会は．

皆さんと共に地1或の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

喜
ん
で
も
ら
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
佐
昧
野
民
謡
会
」
｜

ア列
カ

ン
川
J

ラ
ー

ボ
私
た
ち
「
佐
味
野
民
話
会
」
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
今

年
で
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

敬
老
会
や

一
人
暮
ら
し
老
人
め

集
い
を
は
じ
め
、
有
磯
苑

・
寿
楽

苑
を
訪
問
し
て
踊
り
を
披
露
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
趣
味
を

通
じ
て
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
、
つ
え
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス

解
消
に
も
な
り
、
楽
し
く
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

会
員
は
現
在
十
六
名
。
週

一
回
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
米
丘

先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
踊
り
を

と
、
会
員

一
同
張
り
切
っ
て
け
い

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ありがヒう

~~ あたたかいiち
培法 ＠ 翰日町警意銀行

油会J ( 2月11自～ 3月10日）

賛
助
会
員
加
入
状
況

大
倉
喜

一
、
竹
内
正
男
、
竹
内
澄

子
、
問
中
文
平
、
問
中
喜
美
子
、
大

村
康
範
、
大
平
忠
、
大
谷
敏
秋
、
竹

内
昭
男
、
荒
川
均
、
中
村
誠
作
、
中

村
暁
子
、
中
村
健
志
、
佐
波
之
朗
、

竹
内
三
七
恵
、
島
端
正
三
、
水
島
周

作
、
山
室
和
之
、
梅
津
文
雄
、
藤
井

敏
茂
、
大
村
政
芳
、
長
井
久
八
、
東

崎
良
雄
、
横
山
三
春
、
横
山
一
義
、

山
口
庄
作
、
坂
東
賢
治
、
吉
成
三
久、

九
里
寿
、
自制
端
俊
則
、
堀
内
孝
、
板

川
幹
夫
、
小
坂
林
松
、
大
村
孝
之
、

越
坂
勝
安
、
竹
谷
庸
太
郎
、

扇
谷
光

夫、

ロ』筑
波
花
子
、
柏
木
弘
行
、
吉
本

元
久
、
水
島
隆
男
、
水
島
文
治
、
水

島
百
合
子
、
河
内
啓
、
九
里
一
男
、

加
藤
清
敏
、
米
田
英
、
水
島
正
義
、

水
島
正
起
、
波
間
純
男
、
水
島
昭
二
、

扇
谷
孝
好
、
嘉
義
岳
春
、
佐
回
紀
明
、

河
内
栄
子
、
河
内
和
治
、
加
藤
喜
彦
、

水
島
孝
夫
、
伊
一
線
登
、
竹
谷
祐
春
、

竹
谷
正
夫
、
口
岩
充
、
口
岩
ツ
ナ
子
、

扇
谷
久

一
、
扇
谷
テ
イ
子
、
水
島
与

一
、
水
島
律
子
、
一扇一谷
ツ
ヤ
、
大
浜

秀
勝
、
扇
谷
て
る
子
、
加
藤
喜
代
治
、

川上点ーさんから

5,346円

。境婦人会さんからバザーの

収麓金 31,956円

。桜町神谷きよさんから亡

夫正失さんが生前お世話に

なったお札として100,000問

。山崎地区婦人会さんからア

ルミ缶や牛乳ノfック回収の

収益金 30,000円

。i町南保 酒井忠美さんから

亡夫善ーさんが生前お世話

になっ たお宇しとして

100,000円

2,000向

1,689円

。長野

。とく名さんから

。とく名さんから

加
藤
泰
子
、
水
島
嘉
導
、
水
島
一

二

美
、
水
品
事
篤
、
口
岩
シ
ン
、
宮
川

耐
治
、
加
藤
千
敏
、
水
品
械
、
水
島

昌
子
、
加
藤
昇
一
、
不
破
政
直
、
水

島
伊
勢
松
、
河
内
実
、
河
内
昌
子
、

田
中
今
朝
明
、
水
島
正
之
、
岩
崎
労

相
、
佐
回
査
、
加
議
雄
右
、
水
島
義

｛
玉
、
水
島
二
三
子
、
水
島
文
明
、
水

島
智
恵
子
、
水
島
行
雄
、
水
島
操
、

加
藤
克
．
加
藤
英
美
子
、
野
田
皆
、

野
田
以
乃
、
梢
木
昭
雄
、
加
藤
潔
、

水
島
三
蔵
、
河
内
政
次
、
浜
田
清
定
、

宮
内
和
彦
、
宮
内
裕
美
、
新
回
徳
太

郎
、
水
島
フ
ミ
、
竹
林
喜
栄
、
竹
林

倍
、
竹
林
千
秋
、
山
崎
隆
久
、
舘
寿

一
、
前
誠
二
、
前
川
仁
美
、
前
川
典

子
、
不
破
憲

一
、
加
藤
ミ
サ
ヲ
、
松

沢
仁
、
松
沢
千
鶴
子
、
加
稼
利
度
、

加
藤
貞
子
、
加
藤
政
明
、
加
稼
松
子
、

加
必
正
之
、
加
繰
美
智
子
、
古
川
逸

郎
、
宮
川
畠
子
、
背
嶋

一
雄、

青
嶋

ハ
ル
、
背
一
嶋
精
一

、
青
嶋
智
香
子
、

加
総
久
一

、
加
疎
開
晶
子
‘
松
本
政
雄
、

松
本
ス
ミ
子
、
内
堀
忠
二
、
内
機
八

重
子
、
水
島
胤
昭
、
氷
山
一
同
良
子
、
水

島
み
よ
、
水
島
克
枝
、
水
島
昭
子
、

加
総
助
基
、
加
藤
カ
オ
ル
、
竹
谷
鹿

久
、
竹
谷
ス
ミ
子
、
水
島
常
春
、
水

島
鈴
子
、

思一
品
定
子
、
岡
本
孝
一
、

岡
本
信
子
、
扇
谷
誠
、
扇↑
谷
玲
子
、

竹
谷
賞
、
竹
谷
和
子
、
竹
谷
稔
、
竹

谷
清
美
、
松
本
純
子
、
松
本
糸
、
金

問
米
作
、
大
平
門
邦
、
竹
谷
節
夫
、

長
津
賢
治
、
扇
谷
修
二
、
前
川
臼
出

雄
、
水
島
幹
緒
、
水
島
志
保
子
、
米

谷
嘉
夫
、
米
谷
順
子
、
加
藤
功
、
加

繰
る
り
子
、
柏
木
新
市
、
柏
木
ア
キ

国

J
E
T
ハ
l
テ
ィ

富
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、

7
月
刊
日
か
ら
9
月
幻

日
ま
で
の
初
日
間
に
わ
た
り
県
民

公
園
太
閉
山
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

る
第

1
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富

山
の
会
場
運
営
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
各
粧
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
J

不問

不問

不問
ヰ寺になし

高校卒業以上
普通免許

不問
大型

5 

簸

i由

具

給

，－．－ 

融

3 

4 

2 

E
T
ハ
l
テ
ィ
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

活
動
内
容

障
害
者

・
高
齢
者
の

介
助
、
け
が
人

・
急
病
人
の
介
護
、

手
話

・
外
国
語
通
訳
、
迷
子
の
世

話
な
ど
。

活
動
時
間

・
早
番
（
午
前

9
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で
）

・
遅
番
（
午

後
1
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
）
の

2
交
替
制
。

応
募
資
格

不問

高校卒業

5 

2 

同
居

転

務

c 
c~ 

遼

商
店

E事

5 

6 

7 

児
歳
以
上
町
議
米
満

不問

不問
普通免許

中学卒業
特になし

5 害義待f妾

10 I発

8 

9 

で
会
期
中

5
日
以
上
活
動
で
き
る

k

、。
，Fノ応

募
・
問
合
せ

富
山
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
〒
側
富
山
市

舟
橋
南
町

5
ー
は

富
山
県
社
会

制
祉
協
議
会
内

包
0
7
6
4－

nー
2
9
5
8
）
へ
。

自

衛

官

（れ

jr）

募
集
人
員

V
嗣
カ
チ

2
等
隊
十
一

：
却
名

2
等
梅
土
：・
4
名

2

等
空
士
：・

l
名

V
女
子

2
等

陸

・
淘

・
を
士
：
・各
計
千
名

募
集
期
間

V
男
子

6
月
初

H

ま
で

V
女
子

5
月
初
日
ま
で

応
募
資
格

児
歳
以
上
訂
歳
未
満

で
日
本
凶
絡
を
有
す
る
人
。

閉
会
せ

役
場
総
務
課
（
宮
役
場

内
線
2
0
6
）
ま
た
は
自
衛
隊
魚

津
募
集
事
務
所
（
岱
剖
｜
1
・0

3

6
）
へ
。

青
少
年
国
際
交
流
参
加
者

総
務
庁
で
は
国
際
交
流
、
親
帯
、

協
力
に
参
加
立
欲
の
あ
る
計
者
を

非
集
し
て
い
ま
す
。

日
本
青
年
海
外
派
遣
事
業

イ
ン

ド
、
中
園
、
特
固
な
ど
（

9
月

i

叩
月

約
初
日
間
続
資
の
例
人

負
担
約
叩
万
円
）

－
ふ
く
し
の
窓
＠

子
、
河
内
長
、
河
内
昭
子
、
加
藤
進
、

加
藤
ヨ
シ
エ
、
水
白
宮
崎
、
水
島
梅
子
、

扇
谷
俊
成
、
扇
谷
悦
子
、
大
平
範
也
、

大
平
元
会
、
浜
回
隆
昭
、
浜
田
多
智

子
、
扇
谷
哲
郎
、
扇
谷
淑
子
、

大
浜

清
昭
、
大
浜
ち
あ
き
、
水
島
忠
夫
、

水
島
ミ
ツ
エ
、
加
族
敏
夫
、
加
藤
文

子
、
大
浜
勉
、
大
浜
ハ
ル
イ
、

水
島

普
治
、
水
島
昭
美
、
九
里
博
、
九
里

洋
子
、
氷
見
工
業
所
、
小
川
温
泉
天

望
問
、
境
建
設
工
業
株
式
会
社
、
株

式
会
社
深
松
組
、
両
越
自
動
車
株
式

会
社
、
尾
山
製
材
株
式
会
社
、
小
川

建
設
工
業
株
式
会
祉
、
朝
日
事
輔
株

式
会
社
、
能
島
友
行
、
西
島
薫
、
大

野
久
作
、
水
野
功
、
広
沢
長
松
、
広

沢
英
雄
、
大
野
ク
ニ
、
松
田
よ
し
い
、

広
沢
久
三
、
能
沢
要
作
、
能
沢
す
ぐ

る
、
野
村
雅
チ
、
高
松
俊
夫
、
坂
本

正
、
林
和
夫
、
商
品
俊
明
、
野
村
香

造
、
野
村
ハ
ツ
エ
、
松
田
賞
、
松
聞

紙
子
、
西
尾
豊
和
、
西
尾
孝
子
、
坂

本
健
治
、
松
田
与
三
男
、
広
沢
昭
久
、

広
川
修
、
稲
垣
博
、
稲
垣
律
子
、
林

一
雄
、
加
納
秀
昭
、
沢
井
清
範
、
加

納
信
孝
、
青
木
勝
義
、
青
木
勝
、
青

木
留
次
、
青
木
し
か
子
、
背
木
久
燥
、

青
木
美
津
子
、
稲
垣
悲

γ
、
加
納
稔
、

加
納
栄
子
、
広
川
正
保
、
広
川
照
子
、

湯
島
保
一
、
湯
島
恵
美
子
、
玉
島
一

雄
、
玉
島
美
穂
子
、
小
林

一
幸
、
小

林
郁
美
、
師側
川
義
数
、
府
川
す
み
、

朝
日
電
子
株
式
会
社

以
上
、
個
人
抑
名
、
法
人
9
件
の

川
口
（
3
月
刊
日
現
在
）

V
申
し
込
み
は
、
町
内
の
担
当
民
生

委
員
ま
た
は
聞
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

町
民
総
合
体
育
館

m
u
m
1
1
8
3
8
 

世
界
青
年
の
船
事
業

コ
ス
タ
リ

カ
、
ア
メ
リ
カ
、
ウ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ

な
ど

（一平
成

5
年

1
月

i

3
月

約
白
日
閉
経
費
の
個
人
負
担
約

M
万
円
）

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
事
業

ブ

ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど

（
9
月

1
1
月

約

日
日
間
経
費
の
個
人
負
担
約
日

万
問
）な

お
、
団
員
の
非
集
期
限
は
4

月
げ
日
制
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
募
集
人
員
や
参
加
資
格
要
件

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
か
ら
、

詳
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
（
宮
役
場
内
線
3
0
4
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

春
ら
ん
ま
ん

＝

あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り

二

くらしの爾諒室
__.__ I L －品 l1lti邑:l:n
京ツ卜求人＇ I円草原 平成山 月分
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ことは．魚t融公共級建安定新鋭自分~ 1182-0198へ行問い合わせくだ

「
あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り
」
が
今
年

も
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
芸
妓
の
砕
き
ん
の
手
踊
り
や
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
勺
ぱ
い
で
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
ロ
日
川
午
後
2
時
か

レコ会
場

教
育
文
化
会
館
グ
ラ
ン
ド

学
生
の
み
な
さ
ん

叩
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
で
す

h
リ

ト
品

AV3
』

し

い

曲

昨

年

4
月

1
日
よ
り
、

一金

一
定
以
上
の
学
生
は
、
全

一
三

一
員
国
民
年
金
に
加
入
す
る

広

戸
」
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
初
歳
以
降
に
万
が

一

防
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
、

国
長
年
金
に
ι
加
入
し
保
険
料
を
払

っ
て
い
な
い
と
、
防
害
基
礎
年
余

が
立
給
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
、

全
員
強
制
加
入
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
国
に
よ
る
保
障
を
万
全
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

mh岐
に
な
る
人
に
は
川
か
ら
加

入
の
来
内
を
出
し
ま
す
の

で
、
述

や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保

険
料
が
か
さ
み
、
ま
た
、
万
が
一

の
事
故
や
病
気
の
際
、
障
害
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
と
い

っ
た
事
態

に
も
な
り
ま
す
。

続
出
的
な
田
町
一由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
万
に
は
、
中
結
免
除

の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民

課
年
金
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

－
平
成
4
年
4
月
号

＠

鐙のー銚ね…・・鯉＇H自らえられると一度だけ挑ねるというところから．あきらめのよさ，最期のいさぎよさをたとえていうこと。有利lな立場：こ立つよと ができる 。 先子を~xt u：紺手を制圧することができ るということ先んずれ（;f瓦吋ljす・…他人より も先にやを行えば．



－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

（
雨
天
の
場
合
は
教
育
文
化
会
館
）

問
合
せ

朝
日
町
商
工
会

（
宮
幻

｜

2
2
8
0
）
ま
た
は
朝
日
町
観

光
協
会

（役
場
商
工
観
光
課
内
包

役
場
内
線
1
1
8
）
へ
。

ち相H
び山

~ :;_? 
26 ~.，ご
「’ ，.，.、， ‘、

（日） lrlリ

午 大 よ
前 会フ
9 ~ン

時 ド
..，，，・

日
時

lっ場
所

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

（現
地
集
合
）

参
加
対
象

小
中
学
生
（
町
外
の

人
も
可
）

参
加
定
員

刊
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
料

1
人
l
、
5
0
0
問
（
釣

り
道
具
・昼
食
・
エ
サ
代
含
む
）

n
ud
 

此

ト

h
v
m山
一
潤

F
b
4
2
 

は

開
按
b

怜
i
p

苅

る

印
国

す

同
全

ゆ
μ
の

ま

春

創

一

寝
具

申
込
み
締
切
り

4
月
お
日
附

申
込
み
・
問
合
せ
先

役
場
商
工

観
光
課
（
宮
役
場
内
線

1
1
8
・

1
1
9
）
へ
。

一
親
子
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

5
月

3
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
に

叩
回

コ
l
ス
で
親
子
テ
ニ
ス
教
室

（
で
き
る
だ
け
親
子
ペ
ア

1
で）

を
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
し

ます’
。

定
員

親
子
で
別
名

時
間

8
時
ぬ
分
か
ら
叩
時
初
分

ま
で

会
費

1
、
5
0
0
同
（
親
子
で
）

代
表
指
導
者

吉
井
直
人

申
込
み
・
問
合
せ

総
合
体
育
館

（
E
m－
－

8
3
8
）
へ
。1.若年運転者による無謀運転の防止

2.シー トベルトの活用の徹底
3.高齢者と子どもの受通事故防止

4.違法駐車の締め出し

平
成
4
年
度
分
を
4
月

l
B
か

ら
発
行
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参

の
う
え
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

円
県

政

教
室
〕

，、
ス

県
で
は
、
皆
さ
ん
に
県
政
に
つ

い
て
の
理
解
や
関
心
を
深
め
て

い

た
だ
く
た
め
に

5
月
か
ら
日
月
に

か
け

1
6
0
台
の
「
県
政
パ
ス
教

｛
歪
」
を
逆
行
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
名
水
め
ぐ
り
コ

ー

ス
、
国
際
交
流
コ

l
ス、

い
き
い

与
親
子
コ

l
ス
な
ど
日
コ

ー
ス
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は
魚

津
地
方
県
民
相
談
室
（
＝
lw魚
津

市
新
宿

m
l
7
魚
津
総
合
庁
舎
内

E
M
｜

5
3
1
1
）
へ
。

直

愛
の
献
血

ご
協
力
あ
り
が
と
っ
ご
ざ
い
ま
し
子
、

協
力
者
名
（

2
月
実
施
分
、
ム
H

印

は
側
J

脱、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
叫
献
凪
者
）

境
地
区
間
中
裕

宮
崎
地
区
女
加

藤
千
敏
、
水
島
智
子

泊
地
区
会

問
辺
友
明
、
※
竹
内
秀
午
、
※
荒

井
茂
樹
、
※
梅
沢
登
、
※
野
口
正

人、

寺
田
洋
子
、
荒
尾
隆
幸
、
田

中
有
希
、
中
島
一
樹
、
池
原
型
、

米
田
小
百
合
、
大
久
保
直
樹
、
魚

住
智
子
、
川
合
陽
子
、
寺
崎
久
史
、

水
品
功
喜
治

五
箇
圧
地
区
ムヱロ

江
勝
春
、
※
中
島
晃
、
漬
田
豊
志
、

佐
渡
雪
枚
、
広
田
邦
男

南
保
地

区
※
川
上
誠
一
、

※
長
崎
達
哉
、

長
崎
京
子
、
江
淵
明
夫

山
崎
地

門
朝

日
町

奨

学

生
U

奨
学
生
の
要
件

町
内
に
住
む
人

の
子
弟
で
、
学
賞
の
支
弁
が
困
難

で
心
身
健
全
な
人

奨
学
生
の
範
囲

高
等
学
校
以
上

の
学
校
に
在
学
し
、
学
校
長
の
推

せ
ん
が
あ
る
人

奨
学
金

マ
高
校
：・
月
額
5
、0
0

0
同

マ

修

業

年

限

2
年
以
上
の

大
学
等
・・・月
額

1
0
、
0
0
0
同

申
込
み
先

・
期
限

朝
日
町
教
育

委
員
会
へ

5
月
叩
日
出
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
方
法

奨
学
生
願
書
、
奨

学
生
推
せ
ん
調
書
（
用
紙
は
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
教
育
委

員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一タクシーの基本一
一料金を助成します一

身体障害者手帳所持者のう

ち、視覚・下肢・体幹障害の

それぞれ1、2級の人を対象

に福祉タクシー券（タクシー

の基本料金が無料になる）を

発行しています。

~~e2烹曾摂
工 是j壬 名 場戸斤 予完成定 納金 負

話荏 寺雪 f民当官栄
綴

管!fi成並河3年川1大立谷川鍛伴改修コ二本 湾主 3月 1,390.500 同 有 11及会中l: 主主訟霊祭
水島 こ上．本

林宮崎築基鹿集落島定線住改総良量工産Z繁:JJ{iiii事業 宮崎 3丹 7,210,000 治限会社 居長 林
i可内最阻 水産総

朝日町消防ブ聞自~3 分主位間 ；明白 3月 5 '943, 100 大谷工務所 消 防迫害
消 防ポン 動』~1. ｝お新築工務

7リt是r主1 f~，土新地地改区浪良型滋~1改till事良工業事 ＊川新 3月 1,390,500 有限会社 農林
河内総1 水産課

遊県具伊ふ音量古る里エさ4と4うるおい事業 横路 3月 l,390,500 小 松主主音量 農 林
株式会社 水産総

ふるて~ ~美？桁館
からのお知らぜ

4月 1日(7/(）から 4月24日除）

までの間，館内点験及び展示

がえのためイホ館いたします。

なお，4月25日仕）から常設展

を開催いたします。

区
※
七
沢
京

一
、
安
達
三
四
郎
、

大
家
庄
地
区
食
上
杉
正
雄
、
女
鹿

能
…博
和
、
食
青
木
和
彦
、
※
有
井

康
紀
、
藤
田
優
美
子
、
沢
井
知
H
奈

美
、
真
柄
千
春
、
中
島
久
美
子
、

上
杉
哲
哉
、
水
野
万
里
子
（
以
上

ω名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
富
山
市
の
加
藤
消
光
さ
ん
か
ら

広
報
あ
さ
ひ
の
た
め
に
と
l
万
円

圏
予お
防忘
？主 れ
身すな

手〈
回

同震診
手数料 4,820円

r. n主主｛年 I ~ 1) ) 2.100円l

川～l州 l: rn~：r：：祭 2 ，！~；目J

時～時

9:30～10:00 

10：・30～l1:00 

IJ:30叶 2:00

13:45、14・：45

9:30～10:00 

10:30-11 :30 
13: 15、1-1:45 

10:00～l 1:30 
13:00～15:00 

月日 ｜ 災地会場

J産公民館前

向崎保育所前

中央農協笹川支所前

中央~協南i並立併前

中＊農協tEil,'f＇，治所前
中央I:!fY,山崎支所前

Jdfii庄公民館前

4/10 I必 塚 公 民 館前

倒！大家庄 農 協約

4/13 I ｜総工会録的（川） I 

4/8 

附

4/9 
ω 

生活必需晶fijj
噛

3月 分 （制10白波仮調査） 単位 ：円

?iii *・ 
t勾 1凶 格

3月 自I／月！t 前年同月比

戸f ソ ン
133 3・.(j mt光 1e J 

＋ 

illl 士l ill! 
｛伐~）主JS e ) 1.026 ＋ ’， ヲ 一 46

出1

,¥,', -)f ス
3‘073 。- 76 

( 5 m ) 

~、， 的i 1村 －札 高I]
256 。＋ I ［｜ （ ιl 1'1'Ul\::舟1]600•~ ）

JIJ 
テイン；1.ベー ハー

159 ~~ 2 
(400fll:紙fli入 リ）

,',/, トイレ ットペー パ ー
283 。 。

（故紙ロール4f曲l*lll

食ハン

！仁；ir。 7 
（持J泊仏6枚入り ）

・』山J

．？ すT ／ 

)JIJ (450 g i総）
351 。＋ 13 

し ょ う i1!1
566 ＋ + 29 ( 1.8 ~ビ／人り ）

食
サラダ illl

344 - 13 8 
（ポリ’'ft総700g入 ＇！）

.~ l・， と ウ A、
92 2 。

（むめん l丁） 一

手L
241 。 0 

( 1 ~ハγ ク 人リ ）

l・ Jl:J 
3t6 i~o 一49｛小i!:J{.,!.,JOO g) 

8本 ｜均
、Lミ乙，J

（中JI：］も LIOOg) 
197 + 17 + 17 

:1lf;/; Oil 230 ＋ 5 - 43 
盤車

(Mサイズ

Ji tJ 、ぎ
234 + 34 + 47 （持.i!!J ，＼－~ I kg) 

食
(;f it L、 し J: 

( -i1f .i!!J品 lkg) 
284 + 41 + 116 

,¥/, 占t -¥'' "' 
、、J

2で芳5｛普.i!!J,¥I,1 kg) - 135 

人 参 34~、’ 
v 

( .J,.t. jlfl品 lkg) - 46 - 139 

くらしの情報室

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（包
む

1
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

ト
＆
九

“
～

t
e
a
－－－

↑
イ
エ
ロ

ー
キ

ャ

ブ

家

田

荘

子

「

ば
ん
ぞ
〈

岨
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う
蛮
族
が
い
る

中
村
紘
子

世
ソ
連
邦
解
体
運
命
の
三
日
間

開

ウ
ラ
ジ
｜
ミ
ル

・
ポ
ズ
ネ
ル

間
昭
和
天
皇
と
私

永
積
寅
彦

吋
殺

卯

の

世

紀

深

凹

祐

介

～
自
由
ア
ウ
ン
サ
ン

・
ス
！
チ

l

心

の

砂

時

計

遠

藤

周

作

仲
や
っ
ぱ
り
私
は
嫌
わ
れ
る

…

ビ
ー
ト
た
け
し

曙

、

ぷ

か

－

sa’

由
わ
が
友
本
田
宗

一
郎

井

深

大

帯
、心
を

結

ぶ

日

本

語

古

屋

和
雄

て
勺
ん
ど

出

雲

か

ら

の

挑

戦

岩

園

哲

人

四
男

流

文

学

論

上

野

千

鶴

子

他

旧
風
ま
か
せ

の

暦

池

部

良

（小
説
）

さ
す
ら
う
雨
の
か
か
し

丸
山
健
二

瓜

吹

附

高

僑

義

夫

パ
ン
ド
ラ

・
ケ
l
ス

高

橋

克

彦

断
崖
の
年

日
野
啓
三

、
晴
れ
た
日
に
は
鋭
を
わ
す
れ
て

五
木
寛
之

・

く

る

ん
さ
れ
ニ
・
勺

L

明
桃
沢
耕
史

内
田
康
夫

黒
岩
重
苦

愛
こ
そ
す
べ
て

若
狭
殺
人
事
件

茜
に
燃
ゆ

上
下

殺
人
よ
、
さ
よ
う
な
ら

赤
川
次
郎

本
の
紹
介

「青
春
ど
な
い
し
よ
う
け
」

h

’
 

失
と
捕
の
い
る
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
諮
ら
し
か
ら
、

一
念
発
起
し
て

漫
画
学
校
の
門
を
く
ぐ
っ
た
若
き

目
。
山
蹴
り
の
宿
題
に
も
め
げ
、
ず
、

け
っ
た
い
な
仲
間
た
ち
と
夢
の
実

現
に
ま
っ
し
ぐ
ら
。

人
気
料
理
家
の
傑
作
青
春
記
。

・
平
成
4
年
4
月
号

＠

な必止さ残る道をj支し求めること c まに I局を打開する
身内 ると

死中にj舌を求む……死を待つよリほかにないような絶望的な状態の中にあってら．
ために．あえて危険な状況の中に飛び込んで行く ことをいヲ。

住み↑員れれば住みよくなって離れにくいむのだということ。転ヒて．物質的わびしさも‘なれればJ
U
 

で
品川付吟。

へ

い
・
さ

い
、
」

・l』、
寸
，

ぴ
い

典

C
L
FW

な
る

ん
な

y、
にお

A

、・1』

円
相
郁

地
球

6
6

九す

め
神

．．
 
、平
ι
ζ
H

｛

4
 



身近な話題を待っています（H83－竹00内線204）ヘ。あなたの回りの広報係では，& Topics News 

「アスカ」の顔が決定
一一 ショッピンク、センターの

シンボルマーク
ぷ窃電~~

φ倉健

／ 

県境を越え逮携
一一 朝日・青海両町議会が連絡協議会を設立 一

4ム

寸
街

・
創
造

・
ゆ
め

・
即
位
削
」

を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
多

U
的

ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
」
を

併
設
し
、
こ
の
駄
オ
ー
プ
ン
す
る

シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ア
ス

カ
」
の
ン
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
が
決
ま

り
ま
し
た

3

マ
ー
ク
は
立
山
町
の
杉
本
光
出
版

さ
ん
の
作
で
、
ん
臼
庁

・
民
間

・
佐

川比
の
三
お
が
手
を
つ
な
ぎ
発
展
す

る
ニ
と
を
ぷ
し
、
情
熱
の
ぶ
、
小
川

と
ん
立
の
H
川、

n然
の
り
制
を
制
川
の

A
に
ま
と
め
象
徴
化
し
て
い
ま
す
。

制

H
町
と
新
潟
県
有
梅
町
州
議

会
の
連
給
協
議
会
の
設
立
総
会
が

二
日月
二
十
八
日
、
朝
日
町
役
場
で

附
か
れ
ま
し
た

g

制
口
町
と
庁
海
町
は
県
こ
そ
川
内

な
る
も
の
の
、
川
小
挽
の
町
と
し
て

宵
－
い
に
多
く
の
止
ハ
ペ
地
球
起
を
抱
え

る
川
例
。
今
後
は
北
峰
山
動
市
小山

の
州
市
総
化
や
J

R
の
抗
三
セ
ク

タ
ー
化
、

海
岸
川
肢
食
、
広
域
観
光

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
淳
一
時
協

ぶ
し
て
い
く
も
｝
と
に
し
て
い
ま
す
。

協
議
会

（会
長
は
制

H
町
の
水

山
保
説
民
）
の

メ
ン
バ

ー
は
、
一止

川
級
以
、
。
什
常
任
安
川
川
氏
、
議
会

山
地
背
委
員・
8

拭

（朝
日
六
人
、
れ
付
均

五
人
）
で
す
が
、
近
く
全
議

H
が

加
わ
る
こ
と
に
な

勺
て
い
ま
す
の

イメ

長交正 耳目来卜.!Bf 

2 ti:奈未 i古水町

長女真帆招 保

長女真由沼 保

長男辰郎沼 保

2女美沙紀中 ili下

長女綾子平何IIて区

長男篤良 JJ 山

長男将半島 野

長女菜梨j少 Ji~ 川

2男宏賞小 正

2女を菜柳 凶

長女里志柳 悶

竹山幸男

ードi事ii号~t

川久保1省世

総凶手Uf~

館光浩

竹中広志、

初ll下維干口

湖IH純文

様凶義ifi

松m 誠

谷口 ｛歪

・::ofl義浩

井口稚明

？ス力

的
邸
似
品
の
新
υ
河
合
が
消
防
科

の
向
か
い
に
完
成
し
三
月
七

H
、

新
築
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

泊
郵
便
局
は
明
治
五
年
に
泊
郵

便
取
扱
所
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以

来
、今
年
で
ち
ょ
う
ど
百
二
十
年
。

今
副
の
新
築
移
転
は
、
二
十
四
年

前
に
建
て
ら
れ
た
苧
柳
の
旧
日
河
合

の
必
桁
化
が
進
み
、
手
挟
に
な
っ

た
た
め
で
、
新
し
く
な

っ
た
局
合

は
敷
地
も
建
物
も
大
幅
に
大
き
く

な
り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
た
っ
ぷ

り
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル

l
ム
の
ほ

か
、
局
舎
前
に
は
町
民
恕
い
の
広

場
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
親
し
み

ゃ
す
い
設
計
に
な

っ
て
い
ま
す
。

営
業
が
始
ま
っ
た
ト
六
日
に
は
、

保
育
所
の
了
ど
も
た
ち
を
招
い
て

の
モ
チ
っ
き
大
会
や
記
念
切
手
め

発
売
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

三人回の誕生

おめでとうございます

菜 j白保

香小平l：池

ミ彦

2女加

2 ！；： 円

~~ぁω

~~＇＠ 

大村成j妻

juf ~市出· llj:J

観
光
ア
レ
ホ
よノ

カ

ド
作 ~，，.
製 イ支

町
の

P
R
に

朝
日
町
の

P
R
に
役
立
て
よ
う

と
、
町
の
観
光
協
会
が
『
ヒ
ス
イ

小
川
山

・
「高
山
刷
物
」
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
ニ
陀

矧
と
そ
の
白
紙
を
作
り
ま
し
た
。

仙
段
は
女
性
が
い
4
っ
て
い
る
従

米
の
も
の
と
同
じ
く
一

枚
八
百
円
。

二
枚
セ

ッ
ト
の
場
介
は

T
六
行
円

で
、
町
の
キ
ャ

ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「－7

み

彦

や

ま

彦

ダ

産

地
」
と
シ

ン
ボ
ル
マ

l
ク
の
人

勺
た
れ
紙
が

付
き
ま
す
申
し
込
み
は
観
光
協

会

（
宮
部
1
1
1
0
0
）
へ
。

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

手
作
り
の
お
守
り
ど
う
ぞ

－
「
一一
紀
会
」
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
｜

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「ニ
紀
会
」
の
皆
さ
ん
が
二
日
二

十
六
日
、
ね
は
ん
川

f
を
他

っ
た

お
守
リ
を
作
リ
、
的
地
区
に

uM
む

一
人
山
枯
ら
し
の
お
年
計
り
．
h
人
に

配
リ
ま
し
た

「
二
紀
会
」
で
は
凶
年
前
か
ら

ニ
う
し
た
活
動
を
行

っ
て
お
り
、

今
川
は
お
守
り
に
使

い
抗
て
カ
イ

ロ
、
そ
し
て
メ
γ

セ
ー
ジ
を
添
え
、

お
年
寄
り

一
人
ひ
と
リ
に
開
け
て

川
り
ま
し
た
。

1
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引
叫
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｜

｜

婦
人
農
業
士
幻
人
が
誕
生

｜
｜

ら
三
十
七
人
の
女
性
に
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
是
に
代
表

さ
れ
る
と
お
り
、
農

業
を
取
り
巻
く
状
況

が
岐
し
さ
を
閉
す
な

か
、
今
後
の
農
業
に

果
た
す
女
性
の
役
割

も
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

今
回
、
婦
人
農
業

t
に
認
定
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
地
域
農
業
の

リ
｜
タ
ー
と
し
て

消
費
者
と
の
交
流
や

行
政
へ
の
提
言
な
ど

幅
広
い
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

三
月
五
日
、
朝
日
町
婦
人
農
業

土
の
認
定
証
交
付
式
が
役
場
四
階

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
魚
津
町
長
か

士立

境

宮崎

宮崎

笹川

上町

荒川二 I同

綴町

桜 Uff 

月 山

長野

舟川新

fi~ wアヤ（85)

ノ＇）＜.防除造（84)

竹 谷ゃい（89)

水島キク（84)

勝山忠太郎（70)

久J先日久作（76)

込尾新作（73)

鍛 j台ちよ（86)

利l 谷正夫（79)

谷口良江（77)

近 J泌得明（69)

ぬ十LI 小右衛門（86)

届け出はお早めに

出生届 14日以内

死亡届 7日以内

※このコーナーに名前を峨せ

てはしくない方は＇1支場向

上~t＊受け付けに申し出てく
ださい。

－
平
成

4
年
4
月
号

＠

年の倉より子1i宝…・多くの財産よリもチ｛共のほうがあ’）がたいということ領して得取る…－－－一時的な績よりも将来の大きな利益を考える。



民具
一⑬－

のし台、ずつ》な

3'iウと醗見むリース⑧
おも刀、げを今に残す街

神 田町

（代掻き馬鍬）

資料提供 ・民具ボランティア

つぷらの会

ド
ね
が
近
づ
く
と
い
よ
い
よ
間
制
え
の
年
怖
が

始
ま
リ
、
あ
ち
こ
ち
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
・
ヲ
な
リ

升
か
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
）
ま
す
し
か
し
、

昭
和
三
ト
年
こ
ろ
ま
で
の
良
作
業
は
、
ほ
と
ん

ど
が
牛
馬
や
入
力
に
ょ
う
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
「
代
掻
き
馬
鍬
」

J
U
、
こ
の
よ
う
な

時
代
に
使
用
さ
れ
た
段
見
の
一
つ
で
す
c

代
慢
さ
は
、
川
柄
、
え
が
し
や
す
い
よ
う
に

水
回
を
な
ら
し
、
散
布
し
た
肥
料
を
混
和
さ
せ

る
た
め
に
荒
く
り
を
し
た
後
、
荒
代

・
中
代

・

植
代
の
順
て
行
い
ま
す
。

，、
し

こ
の
櫛
担
の
「
代
以
加
さ
馬
鍬
」
は
、
他
の
馬

鍬
に
比
べ
一
怖
が
広
い
の
が
特
徴
で
、
最
終
行
院

と
も
い
え
る
柏
代
の
際
に
使
川
さ
れ
ま
し
た
。

附
を
排
す
と
き
は
、
川
町
の
右
側
に
縄
び
つ
や
・
H
W

と
リ
凶作
を
、山
に
は
竹
び
つ
を
取
り
付
け
ま
す
。

引
と
り
凶
作
は
瓜
を
説
仰
す
る
た
め
、
縄
ひ
つ
や

竹
び
つ
は
同
鍬
を
安
定
さ
せ
る
役
川
を
来
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
竹
び
勺
に
は
ま
る
と
呼
ば
れ

る
刷
裂
の
間
を
辿
し、

同
の
肌
が
竹
で
陥
限
れ
る

の
を
仰
い
さ
ま
し
た
。

－作

4
1作
泊
ト
仙
の
む

へ
川
す
の
が
常
減
で
、
馬

位
い
が
川
し
た
い
ト
ク
川
の
千
仁
川
を
加
え
な
が

ら
以
対
側
の
制
を
緩
め
る
と
、
同
は
什
然
と
回

っ
て
い
き
ま
す
。
山
と
り
枠
は
、
こ
れ
の
補
助

を
し
ま
し
た
。
日
他
い
は
千
加
減
一
つ
で
白
出

山
花
に
%
を
繰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

一向

者
の
息
が
人
H

わ
な
い
と
作
業
が
は
か
ど
ら
ず
苦

労
し
た
も
の
で
す
。

泊市街の＊古I）に位li1i:するやll

田町は古くからの料市街で，

かつてのおもかげを今にとど

める｛針。そニに汗ながらの↑1'i

緒をよみがえらせようと，町

では昭和62年度から 3 か年・J~

業て二石畳道路の~.~miやiti花

みに調和した1五位．相j剣士j灯

の設置などを行いました。

これによ つて.j凶り一，目？に

昔のおもカ、げカ、見ゴ4にi製j品。
あたたかい：語；凶会Lを峨し出す

和風｛封灯とイj｛＇（の｛去I佐みは．

道行〈人々に四ずF
をたつぷ1）と！志じさせて〈札

ます。

先人のぬく

－
平
成

4
年
4
月
号

⑪

も

－vこ
の
と
こ
ろ
、
す
っ
か
り
容
に

も
勺
た
よ
う
な
陥
れ
の
日
が
続
い

て
い
ま
す
村
チ
紘
け
す
る
ほ
ど

勺
の
少
な
か
っ
た
峨
冬
の
せ
い
か
、

“
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
H

と
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
い
よ
い
よ
阿

川
本
柿
的
な
わ
作
が
始
主
リ
、
似

の
開
化
か
引
決
し
み
な
シ
ー
ズ
ン
に

な
リ
ま
し
た

V

A
I
年
の
似
前
線
は
、

例
年
よ
り

も
早
ま
る
気
配
。
人1
川

U
いか
持
さ

ん
の
元
に
川
く
こ
ろ
に
は
、
す
で

に
お
花
川ん
が
で
き
る
よ
う
な
と
こ

ろ
ら
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
山
内

V
と
こ
ろ
で
、
ぶ
と
い
、
え
ば
町
内

各
地
で

H
L

称
然
り
H

か
行
わ
れ
る

時
期
で
む
あ
り
ま
す
。
ハ収
近
で
は

笛
の
吹
き
千
や
太
必
の
打
ち
乎
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
削
リ
乎
や
み

こ
し
の
初
ぎ
手
さ
え
も
思
う
よ
う

に
集
ま
ら
な
い
と
ニ
ろ
も
多
い
と

聞
き
ま
す

V
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
俗
り
を

守
リ
伝
え
よ
う
と
懸
命
に
な
っ
て

い
る
人
た
ち
も
多
く
い
ま
す
。
こ

の
存
は
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
と
こ

ろ
へ
お
じ
ゃ
ま
す
る
予
定
で
す
。

カノコ11'J:;!1jijl!Jt 2) 出帯以 5.204 （ー4) 計 18.040(+ 4) 女 9.558( + 男 8.482( 0) 〔3月の人 口〕


